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１.設計の基本方針

1-1.複合庁舎建設の背景
現在の役場庁舎は昭和55年（1980年）度に完成し、供用開始しています。建設時においては必要な役場機能を全て備

えた庁舎となっていましたが、地方分権改革等から、国や県の事務が市町村に移譲されたことによる業務量の増加によ
り、庁舎が狭隘になり、教育委員会・保健福祉課・こども支援課・住民生活課・上下水道課の一部機能が本庁舎から分
離しました。機能の分散により、町民への行政サービスに不便をきたしていたことから、庁舎建設の必要性は認識され
ていたものの、事業実施には多額の財源が必要となるために事業の推進が困難な状況にありました。

平成30年（2018年）度に金武町から内閣官房⾧官に対し、複合庁舎建設の費用負担等を要請し、防衛省から複合庁舎
の建設に活用できる再編推進事業補助金が提示されたことから、複合庁舎建設の検討を開始しました。

令和2年（2020年）2月に金武町複合庁舎用地検討委員会において建設候補地が、「金武町総合保健福祉センター周
辺」と答申され、令和4年（2022年）3月には、「金武町複合庁舎基本構想」を策定しました。令和5年（2023年）3月に
建設検討委員会での検討・審議、町民アンケート及び職員アンケートの実施、住民説明会や各種団体との意見交換会等
を踏まえ、「金武町複合庁舎建設基本計画」を策定しました。

本基本設計では、基本構想及び基本計画をもとに具体的な機能の設定や適性な配置の検討を行い、次段階の実施設計
につなげていくものとします。

1-2.基本構想の概要

【現庁舎の現状と課題】

1）庁舎の分散 2）施設の老朽化 3） 施設の狭隘化

4）ニーズ変化への対応 5）防災拠点としての脆弱性 6）働き方改革への対応の必要性

【コンセプト】

【基本方針】

現庁舎が抱える課題を解消し、コンセプトを実現するために、導入することが望ましい機能を以下の通り定めます。

1-3.複合庁舎整備の基本方針
１）町民サービス・行政執行

 町民利用の多い課の低層階配置、わかりやすいレイアウトや案内表示、車いすやベビーカーも通りやすい通路など、
来庁者がスムーズかつ快適に目的のサービスを受けることのできる効率的な機能配置を行います。

 安心して話せる個別相談室の設置、のぞき見防止の設備やレイアウト配置などにより、個人情報やプライバシーの
保護を強化します。

 複合公共施設・庁舎は様々な目的で多くの人が出入りすることになるため、施設内のゾーニングごとにセキュリ
ティレベルを設定し、レベルに応じた設備導入により、高い情報セキュリティを確保します。

 行政情報や防災情報が整理された情報スペースの確保や親しみやすい議会施設により、各種団体や町民一人ひとり
が参画しやすく、協働のまちづくりが促進される開かれた施設とします。

 住民票や戸籍謄本原本などの紙媒体保管については耐火書庫の設置、また十分なスペースや空調設備を備えたサー
バールーム整備により、安全性と信頼性を確保します。

２）交流

 イベントやタウンプロモーションに活用できるスペース、特産品販売も兼ねる売店、カフェや食堂などを設備し、
町民や来訪者が日常的に気軽に訪れ、憩いや交流の場となることで、イノベーションが生まれる空間を創出します。

 町民や各種団体も利用できる会議室やネット環境の整ったコワーキングスペースなどを整備し、町民主体のまちづ
くりの拠点としての機能を充実させます。

 これら交流機能の空間づくりにおいては、非常時や災害時に柔軟に対応できるよう、可変性の確保を重視します。

３）ソーシャルインクルージョン

 ユニバーサルデザインの考えのもと、スムーズな動線確保やサイン計画、安心して施設利用するために必要な多機
能トイレやキッズスペースなどの整備により、乳幼児連れや障がい者、高齢者、外国人なども含め誰もが利用しや
すい施設とします。

 町民の生活やまちづくり活動に関する様々な情報をわかりやすく伝える“情報発信基地”の機能を備えることで、本
町での暮らしやすさを支えます。

 自家用車での移動が主流である本町において、高齢者や学生などの交通弱者の“金武タウンセンター”のアクセス性
向上に向け、町内を巡回するコミュニティバス等についても検討します。

４）防災

 減災の考えに基づき、施設自体が安全安心な建築物であるよう、不燃化、耐震または免震構造の検討を行います。
 災害対策本部機能を備える施設として、情報収集・発信、意思決定、人員配備等が迅速に行える通信機器の整備や
効率的な設備配置、諸室のレイアウトを検討します。

 災害発生時において、行政機能が継続可能であるよう、充分な自家発電、貯水、防災備品・備蓄を整備します。
 臨機応変に応急・復旧措置が行えるよう、フェーズフリーの考え方を取り入れ、日常的および非常時それぞれにお
いて有効活用できる施設・空間づくりに配慮します。

５）サステナビリティ

 ZEBの実現を目指し、昼光利用や自然換気などにより施設が必要とするエネルギーの低減を図るとともに、高効率
な設備システムの導入、太陽光等の再生可能エネルギーの活用など、省エネ・創エネの効果的な組合せを検討し、
環境にやさしく快適な空間づくりを行います。

 フリーアクセスフロアの検討やWi-Fiの整備などをはじめとし、多様な働き方・サービス提供への対応やDXの推進
に資する環境基盤整備を行います。

 執務スペースは関係課が連携しやすい隣接配置や打ち合わせスペースの共有、将来の機構改革などにフレキシブル
に対応できるよう可変性を確保したつくりとします。

 会議室については、職員と町民・各種団体等が共同で使用でき、少人数・短時間の打ち合わせやオンラインミー
ティングなど多様化するニーズに対応できる環境づくりを行います。

1.  ソーシャルインクルージョン：社会的弱者を含む全ての人々が、健康で文化的な生活を送ることができるよう、社会の構成員として包み支えあうという理念。
2. フェーズフリー：身の回りにあるモノやサービスを日常時と非常時の双方で役立てることが出来るという考え方。
3. サステナビリティ：持続可能性。自然環境や執務環境が⾧期にわたって機能やシステムを失わずに、良好な状態を持続できること。
4. ZEB：（Net Zero  Energy  Building / ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）快適な室内環境を実現しながら、建物で消費する年間の一次エネルギーの支出をゼロにすることを目指した建物。

●.用語解説


















